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	応用
	抗原情報
	背景
	核因子κBサブユニット2（NFKB2） ホモサピエンス この遺伝子は、転写因子複合体核因子κB（NFkB）のサブユニットをコードしています。NFkB複合体は多くの細胞型で発現しており、炎症や免疫機能に関わる遺伝子の中心的な活性化因子として機能します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、その二量体形成パートナーに応じて、転写活性化因子としても転写抑制因子としても機能します。p100完全長タンパク質は、翻訳時にp52活性型に変換されます。この遺伝子座の染色体再編成と転座は、B細胞リンパ腫で観察されており、そのいくつかは融合タンパク質の形成につながる可能性があります。この遺伝子には18番染色体上に偽遺伝子があります。選択的スプライシングによって、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年12月],疾患：B細胞性非ホジキンリンパ腫（B-NHL）の症例において、NFKB2に関連する染色体異常が認められました。IGHA1との転座t(10;14)(q24;q32)。結果として生じるがん遺伝子はLyt-10Cα変異体とも呼ばれます。,疾患：皮膚T細胞白血病（C-TCL）細胞株において、NFKB2に関連する染色体異常が認められました。
	研究分野
	B細胞受容体; 幹細胞経路; MAPK_ERK_Growth; MAPK_G_Protein; Akt_PKB; NF_kappaB; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	NF-κB p100/p52（リン酸化Ser869）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF-α処理したMDA-MB-435細胞のライセートをNF-κB p100/p52（リン酸化Ser869）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。左のレーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

